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学校長 小竹 護  

1年
ねん

が7年
ねん

に相
そう

当
と う

する「ドッグイヤー」、あるいは1年
ねん

が18年
ねん

に相
そう

当
と う

する「マウスイヤ

ー」ともいわれる昨
さっ

今
こん

、時
じ

間
かん

は誰
だれ

にでも本
ほん

来
らい

平
びょう

等
どう

に与
あた

えられている資
し

源
げん

です。働
はたら

き

方
かた

改
かい

革
かく

が叫
さけ

ばれ、その使
つか

い方
かた

は、「効
こ う

率
りつ

」ばかりが強
きょう

調
ちょう

されていますが、大
たい

切
せつ

なポ

イントは、日々
ひ び

の時
じ

間
かん

の中
なか

の「アウェー比
ひ

率
りつ

」と関
かん

係
けい

しているともいわれます。 

サッカーの試
し

合
あい

と同
おな

じように、仕
し

事
ごと

や生
せい

活
かつ

にも「ホーム」と「アウェー」があります。

ホームとは、自
じ

分
ぶん

が慣
な

れ親
した

しんだ、いわば得
と く

意
い

分
ぶん

野
や

。それに対
たい

して、アウェーは、新
あたら

しい領
りょう

域
いき

、「チャレン

ジ」の現
げん

場
ば

です。年
とし

をとり、キャリアを重
かさ

ねるにつれて、放
ほう

っておくと次
し

第
だい

に人
じん

生
せい

の中
なか

のホームの割
わり

合
あい

が増
ふ

え、

人
じん

生
せい

に余
よ

裕
ゆう

を生
う

む大
たい

切
せつ

な一
いち

面
めん

もあります。しかし、新
あたら

しいことに挑
ちょう

戦
せん

する「アウェー比
ひ

率
りつ

」が減
へ

ってきてしま

います。ホームの活
かつ

動
どう

ばかりやっていると、「時
じ

間
かん

泥
どろ

棒
ぼう

」が出
しゅつ

現
げん

し、あっという間
ま

に時
じ

間
かん

が経
た

ってしまいます。

最
さい

近
きん

、時
じ

間
かん

が経
た

つのが早
はや

いと感
かん

じる人
ひと

は、時
じ

間
かん

泥
どろ

棒
ぼう

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

である可
か

能
のう

性
せい

が高いです。そうならないため

には、人
じん

生
せい

の中
なか

の「アウェー比
ひ

率
りつ

」を高
たか

める必
ひつ

要
よ う

があります。初
はじ

めてのこと、意
い

外
がい

なことに向
む

き合
あ

っていると、

時
じ

間
かん

の経
けい

過
か

がゆっくり感
かん

じられます。慣
な

れたホームより、アウェーで新
あたら

しい挑
ちょう

戦
せん

をするほどに、世
せ

界
かい

は大
おお

き

く広
ひろ

がります。だからこそ、小
しょう

学
がっ

校
こ う

の頃
ころ

は時
じ

間
かん

がゆっくり経
た

っていたのではないでしょうか。小
しょう

学
がっ

１年
ねん

生
せい

の頃
ころ

の、一
いち

日
にち

の長
なが

さを覚
おぼ

えていますか？ 今
いま

と変
か

わらない 24時
じ

間
かん

ですが、遊
あそ

んでも遊
あそ

んでも日
ひ

が暮
く

れなかった

ように記
き

憶
おく

しています。毎
まい

日
にち

が新
あたら

しい発
はっ

見
けん

ばかりだったように思
おも

います。勉
べん

強
きょう

も、たし算
ざん

、ひき算
ざん

、ひらがな、

漢
かん

字
じ

など、人
じん

生
せい

での「初
はじ

めて」がたくさんあったから、時
じ

間
かん

の流
なが

れが「詰
つ

まって」いたのです。 

たった一
いち

度
ど

の人
じん

生
せい

、時
じ

間
かん

が薄
うす

まってしまうのはもったいない。ホームだけでなく、アウェーに挑
ちょう

戦
せん

すること

で、小
しょう

学
がく

１年
ねん

生
せい

の頃
ころ

のような、充
じゅう

実
じつ

した時
じ

間
かん

の流
なが

れを取
と

り戻
もど

し、自
じ

分
ぶん

の世
せ

界
かい

を広
ひろ

げ、「アウェー比
ひ

率
りつ

」を高
たか

め

て「なかなか時
じ

間
かん

が経
た

たない」と感
かん

じられるような、サプライズとチャレンジに満
み

ちた時
じ

間
かん

をわたしたち大人
お と な

が、

そして子
こ

どもたちにこそ過
す

ごしてもらいです。 
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